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NPO法人ITコーディネータ京都　概要

名　称　：特定非営利活動法人　　ITコーディネータ京都

活動目的：　中堅中小企業の戦略的情報化に関する支援
　　　　　　ＩＴコーディネーターの育成、普及
　　　　　　活力ある地域経済の発展、情報化社会への貢献

会　員　：　個人会員　79名
　　　　　　賛助会員　2社　　　【2007.1.1現在】

沿　革　：2002.4　任意団体として組織立ち上げ
　　　　　2004.3　特定非営利活動法人として認定

連絡先　：〒600-8127
　　　　　　京都市下京区西木屋町通上ノ口上ル梅湊町83-1
　　　　　　「ひと・まち交流館　京都」２階　京都市市民活動総合センター内

　　　　　　URL:http://www.itc-kyoto.jp/index.html

三方よし
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ITC京都のドメインと組織

中村久吉
恩村政雄

玉垣　勲
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2006年のメインテーマ（昨年報告より）

金融機関との連携推進
– 京都銀行

– 商工中金

– 中小公庫、国民公庫

公的機関との共同事業
– 京都市中小企業支援センター

– 京都府中小企業団体中央会

– 京都商工会議所

– 京都産業２１・京都府総合技術センター

ビジネス化対応の組織体制の整備
– 独自のターゲット企業選定とアプローチ

– ＩＴ経営応援隊事業における品質確保

– 中核のサービスメニューの開発

– 事業実施体制確立のための人材確保及び教育・育成
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2006年度の主な活動内容

金融機関との連携事例
– 中小公庫京都支店から、経営者研修会への参加者紹介

（引き続きCIO育成研修にも参加）

– 中小公庫および商工中金も含めて更なる強化を計画

（財）京都産業21との関係づくり（次頁参照）
– 第1弾として、ITC活用を呼びかける事例発表会を実施

　　ＩＴコーディネータはこう使え！　余計な力を使わないＩＴ推進～

地域のITベンダーとの連携
– CIO育成研修会に京都コンピュータシステム協同組合から4社16名が 参加

　これを機会に、ITベンダーとの連携を模索していく

日中文化の相互理解とＩＴ関連事業の共同開発（次頁参照）
– 第一弾として、セミナーを実施し京都地域の人々に日中関係のスムーズ化と

中国のパワーを有効に活用するための秘訣を紹介

– 今後も多様な人材と活用した展開を図っていく
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2006年度の主な活動内容（Cont’)

（特定非営利活動法人）ＩＴコーディネータ京都（特定非営利活動法人）ＩＴコーディネータ京都

＝＝ ＩＴコーディネータ京都ＩＴコーディネータ京都 ２００７年新春の無料セミナー２００７年新春の無料セミナー ＝＝

特定非営利活動法人ＩＴコーディネータ京都は、2007年新春セミナーとして、「日中文

化の相互理解とＩＴ関連事業の共同開発」を開催します。このセミナーでは、ビジネス
マンから一般市民まで広く受け入れ、京都地域の人々に日中関係のスムーズ化と中
国のパワーを有効に活用するための秘訣を伝授します。（参加費は無料） 講師
は、中国に生まれ育ち、長年にわたり日本で活躍しておられる二人の偉才です。
国際事業展開に関心のある方は、是非この機会に、ご参加ください。

■ 第１部 「企業の海外進出と異文化理解」「企業の海外進出と異文化理解」 講師 ：? 軍（パン・ジュィン） 中国青島市出身

中国海洋大学物理学部、科学技術研究所にて勤務後、1992年来日。現在、同志社大学にて、

現代中国社会などに関する講義をしながら、現代中国の労働力移動、京町家などの日本の伝統文
化について研究中。京都府名誉友好大使 社会学博士。

【講師からのコメント】中国へ進出する日本企業は年々増えています。その中で、順調に事業を展開
している企業もあれば、悪戦苦闘している企業もあります。これらの企業は、多かれ少なかれ事業
を展開して行く過程で異文化体験をしています。今回は事例を交えて、文化とは何か、異文化を理
解するにはどうすれば良いのか、皆さんと一緒に議論しながら、近くて遠い国、中国－中国人、中
国ビジネスについて考えましょう。

■ 第２部 「文化の違いをオフショア開発に活かした、高品質＆スピーディーな開発」「文化の違いをオフショア開発に活かした、高品質＆スピーディーな開発」
講師 ：戴春莉（タイ・シュンリ） 中国北京市出身

南京大学情報処理工学部を卒業後、京都工芸繊維大学大学院造形学科工業デザイン修士課
程修了。松下電工株式会社の本社デザイン部勤務中に、情報処理の分野でもデザイン手法が必
要である事を実感。現在、京都の松村株式会社システム開発室にて、デザイン手法を活かし、ユー
ザー満足度の高いシステム作りに従事。

【講師からのコメント】IT（情報技術）は国境のないスピーディーな時代に入っています。情報システ

ムの開発作業を海外企業に委託するオフショア開発もますます活発化しています。しかし、文化と
習慣の違いによってコミュニケーションをうまく取れず、お互いに苦労することは多々あります。今回
は、私の中国へのオフショア開発の経験に基づき、トラブルを最小限に抑え短時間且つ信頼性ある
ソフトの開発を実現するコツをご紹介します。

■ 会場 ： 京都産業会館 2階セミナールーム（京都市下京区四条通室町東南角）
■ 日時 ： 2007年1月20日（土） 13:00～17:00 ■ 定員 ： 90名
■ 主催 ： 特定非営利活動法人 Ｉ Ｔコーディネータ京都 ■ 参加費用 ： 無料
■ 申込・問合 ： 「2007年新春無料セミナー」 と記載して、下記アドレスへ、e-mailください

office@itc-kyoto.jp （所属・役職、氏名を明記してください）

日中文化の相互理解と日中文化の相互理解と

ＩＴ関連事業の共同開発ＩＴ関連事業の共同開発

日本と中国の橋渡し役を任ずる日本と中国の橋渡し役を任ずる

二人の偉才が、２国間事業の二人の偉才が、２国間事業の

成功法を解き明かします！成功法を解き明かします！

※ ＩＴコーディネータの方は、ＩＴＣ協会認定の1知識ポイント（4時間分）が付与されます。
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その他、2006年活動実績

ＩＴ経営応援隊事業
① ＩＴ経営革新セミナー＆個別相談会　主催：（財）京都市中小企業支援センター

　 ２００６年７月４日

②ＩＴ経営を目指す経営者研修会　　主催：ITC京都

　２００６年８月～９月（計４回）

③ＩＴ経営構想に向けたＩＴ経営成熟度診断事業　主催：（財）京都市中小企業支
援センター

　２００６年８月～１０月（６社）

④CIO育成研修会　　　主催：ITC京都

　２００７年１月～２月（１０社）

教育事業
　　　定例研究会の開催及び生産管理セミナーシリーズ化（次頁参照）

　　　

メールマガジン配信
　　　毎週１回発行
　　　京都地区の支援機関や経営者、CIO、ITCを中心に400通配信中
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その他、2006年活動実績（Cont’)
　　　　　　生産管理セミナー（３回シリーズ開催）

①-1　５Ｓの実践紹介

　　　　枚岡合金工具㈱　代表取締役 古芝 保治氏

①-2　生産改善手法の紹介

　　　　㈲ＯＹＭコンサルティング　代表取締役 大山 繁喜氏

②　　生産システム構築のポイント

　　　　㈱アスコット　代表取締役 森井 義雄氏

③-1　生産システム構築の本当のポイントはどこにあるのか

　　　　㈱フェムト　代表取締役 梅谷 康子氏

③-2　ＱＣＤの徹底追求で顧客満足度向上の取り組み事例

　　　　㈱ミヤジマ　代表取締役 宮嶋 誠一郎氏
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　①　金融機関および公的中小企業支援機関との活発な連携

　　　　→中小企業支援センター、京都産業２１との連携

　

　②　特定分野での独自研修会の開催、経営者向けの気づき事業の実施

　　　　→生産管理セミナーシリーズ、京都コンピュータ組合との連携

　③　提供するサービスメニュー設計と開発、販促ツールの整備

　④　ハイレベル人材を教育講師に活用した組織的・計画的な人材育成

　　　　→メンバー増強あり

　⑤　ＩＴ経営応援隊事業を活用した支援見込先の確保・増大

　　　　→IT経営応援胎児業を中心に展開

　⑥　会員ＩＴＣのスキルレベル把握とスキルマップ作成

　　　　および業務実績の評価登録

モニタリングと評価
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2007年度にむけて・・・

１．従来からの活動方針である「金融機関との連携」「公的機関との連携」
　　に加えて、「ＩＴベンダとの連携」による事業推進を行う。

２．２００６年度重点施策において不十分であった二つ（③、⑥）について、
　　以下の施策推進を検討する。
　　－人的資源の活用⇒支援者とのＷＩＮ－ＷＩＮの関係強化

　ＲＯＭメンバー活性化のための徹底した情報の公開、共有化。メンバー人脈の活用
－戦略ツールの開発⇒強みの創出
　何が中小企業経営者にとって有効なツール、情報、仕組みなのか、選定とその開発

３．多様な人材による新たな活動領域への展開を図る。
－日中セミナーＩＴ関連事業の共同開発など新たな可能性へ・・

４．地域情報化への貢献を果たす。
－ひとまち交流館京都（弊法人事務所所在地）において、京都地域の人々への
　ＩＴ啓蒙活動の推進
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戦略マップ

レゾンデートルレゾンデートル 三方よし　　　　　　三方よし　　　　　　

顧客の視点顧客の視点

内部プロセス
の視点

内部プロセス
の視点

学習と成長
の視点

学習と成長
の視点

中小・中堅企業
戦略情報化支援

中小・中堅企業
戦略情報化支援

各種支援機関
との連携

各種支援機関
との連携

地域ITベンダー

との連携

地域ITベンダー

との連携
会員向け

サービス増強

会員向け
サービス増強

IT経営応援隊事業推進IT経営応援隊事業推進

IT経営

成熟度診断

IT経営

成熟度診断
提供サービス
メニュー開発

提供サービス
メニュー開発

販促ツール
の整備

販促ツール
の整備

経営者
研修会

経営者
研修会

金融機関
との連携

金融機関
との連携

戦略ツールによる営業活動戦略ツールによる営業活動

組織的・計画的な
人材育成

組織的・計画的な
人材育成

メルマガ
HP充実

メルマガ
HP充実

ITC京都の組織活性化ITC京都の組織活性化

研修会の
充実

研修会の
充実

スキルマップと実績管理スキルマップと実績管理

•中堅中小企業
•ＩＴコーディネーター（会員）
•地域経済、情報化社会

戦略
情報化

プロジェクト
推進

戦略
情報化

プロジェクト
推進

プロジェクト実践による
人材育成（OJT)

プロジェクト実践による
人材育成（OJT)
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組織化率

組織の成熟度

高

高

高

低

スキル
付加価値

Step1
・ITC京都の会員増強

・各人のスキル把握

・ITC京都会員DB構築

・活動記録の構築
Step2
・会員向け教育プログラム策定

・活動ツール、研修教材作成、DB化

・blog構築（情報交換）

Step3
・会員組織の強化

・組織的な活動強化

・マッチング機能展開

高

ITC京都の組織活性化Step
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